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総
社
神
社
は

今
年
平
成
二
十

六
年
で
、
創
祀

一
千
二
百
九
十

年
を
迎
え
ま
し
た
。後
十
年
で
一
千
三
百

年
記
念
の
佳
節
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま

す
。神
社
は
鎮
守
の
森
と
共
に
常
に
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
に
あ
り
続
け
て

参
り
ま
し
た
。

　

日
本
人
の
生
活
は
遠
く
縄
文
文
化
か

ら
弥
生
文
化
へ
変
化
す
る
中
、私
た
ち
の

生
活
基
本
で
あ
る
衣
食
住
を
は
じ
め
、豊

で
多
様
な
文
化
は
常
に
自
然
の
恵
み
、祖

先
の
知
恵
と
技
術
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。即
ち
人
間
の
努
力
と
天
地

の
神
様
の
お
陰
に
外
な
り
ま
せ
ん
。そ
こ

に
神
の
恵
み
と
祖
先
の
恩
に
感
謝
す
る

祭
り
を
営
む
行
為
が
自
然
発
生
的
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
代
に
入
り
、と
り
わ
け
昭
和
二
十
年

の
第
二
次
世
界
大
戦（
大
東
亜
戦
争
）終

戦
後
六
十
九
年
を
経
た
現
在
は
、こ
う
し

た
目
に
見
え
な
い
神
様
や
祖
先
の
恩
恵

を
感
じ
取
る
感
性
が
衰
え
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

現
在
は
今
生
き
る
人
だ
け
の
も
の
で

は
な
く
、祖
先
の
営
み
の
集
積
の
上
に
立

ち
、そ
の
文
化
や
恩
恵
を
未
来
に
継
承
す

る
役
割
が
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
は
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
一
千
三
百
年
近
い
神
社
の

歴
史
や
伝
統
文
化
を
思
う
時
、八
世
紀
初

頭
に
日
本
の
歴
史
書
と
し
て
初
め
て
編

纂
さ
れ
た「
古
事
記
」序
文
に
見
え
る「
稽

古
照
今
」や「
修
理
固
成
」の
言
葉
が
思
い

起
こ
さ
れ
ま
す
。古（
い
に
し
え
）を
考

え
、今
を
照
ら
し
て
見
直
す
。ま
た
、こ
の

世
は
未
だ
不
完
全
で
あ
り
常
に
修
理（
繕

い
お
さ
め
）固
成（
か
た
め
な
す
）に
よ
っ

て
栄
え
て
ゆ
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
り

ま
す
。

　

神
社
・
神
道
は
祭
り
に
よ
っ
て
神
様

と
人
間
と
の
精
神
生
活
に
潤
い
を
与
え

て
き
ま
し
た
。社
会
の
絆
が
問
わ
れ
る
現

代
、今
こ
そ
神
社
の
果
た
す
べ
き
役
割
使

命
は
重
要
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
一
同
心
と
力
を
合
わ
せ
神
明

奉
仕
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。こ
の

た
び
社
報
創
刊
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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神
社
に
伝
わ
る
古
記
録
に
よ
り

ま
す
と
、神
社
の
創
祀
は
神
亀
元
年

（
七
二
四
年
）聖
武
天
皇
の
時
代
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
年
三
月
八
日
の
夜
半
に
、三

森
山（
現
秋
田
市
千
秋
公
園
）と
い
う

所
に
突
然
と
神
光
が
飛
来
し
た
そ
う

で
す
。そ
の
光
は
真
昼
の
如
き
輝
き

を
発
し
て
、山
河
は
動
鳴
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。近
里
遠
村
の
人
々
は
強

い
驚
き
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、「
我

は
大
己
貴
神（
お
お
な
む
ち
の
か
み
）

な
り
。
今
こ
こ
に

一
宮
を
創
建
し
祀

ら
ば
、国
中
安
泰
・

諸
人
守
護
・
五
穀

豊
穣
と
い
た
さ
ん
。」と
い
う
神
勅
が

下
さ
れ
た
そ
う
で
す
。そ
こ
で
人
々

が
神
殿
を
建
立
し
、八
重
事
代
主
神

（
や
え
こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み
）
と

味
鋤
高
彦
根
神（
あ
じ
す
き
た
か
ひ

こ
ね
の
か
み
）を
左
右
相
殿
と
し
て

祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
安
時
代
奥
州
押
領
史
藤
原
清
衡

氏
が
社
殿
を
再
興
し
た
時
に
、そ
の

御
璽（
み
し
る
し
）は
影
向
の
時
に
天

降
り
の
磐
座
を
も
っ
て
社
殿
に
納
め

祀
っ
た
も
の
で
す
。こ
れ
よ
り
三
嶽

山
総
社
大
明
神
と
称
し
て
崇
敬
さ
れ

て
き
ま
し
た
。時
が
下
り
、源
頼
朝
公

が
東
征
後
、家
臣
畠
山
庄
次
郎
重
忠

に
命
じ
て
大
嶽
山
、小
嶽
山
、光
明
山

の
三
森
を
神
領
と
し
て
広
く
村
落
を

鎮
守
し
崇
敬
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、関
ヶ
原
の
合
戦
後
慶
長

七
年（
一
六
〇
二
年
）命
に
よ
り
佐
竹

氏
が
常
陸
か
ら
国
替
え
に
な
り
秋
田

を
知
行
す
る
際
に
居
城
を
三
森
山

（
神
明
山
と
も
い

う
）
に
定
め
た
た

め
、
翌
年
に
川
尻

郷
下
浜
（
し
た
は

ま
）（
秋
田
市
楢
山
川
口
境
）に
仮
遷

座
と
相
成
り
ま
し
た
。下
浜
の
地
は

低
地
多
湿
の
た
め
に
神
地
と
し
て
は

ふ
さ
わ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
久
し
く
元
禄
七
年

（
一
六
五
九
年
）に
再
び
川
尻
上
野
岱

の
仮
社
地
へ
遷
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ

に
社
地
成
就
し
て
社
殿
造
営
に
あ
た

り
、本
遷
宮
は
宝
永
四
年（
一
七
〇
七

年
）九
月
六
日
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

以
来
川
尻
郷
一
帯（
現
在
は
川
尻
・
山

王
・
川
口
・
旭
南
・
楢
山
南
部
）の
総
鎮

守
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
は
藩
主
佐
竹
氏
累
代
の
崇

敬
を
受
け
社
領
宝
物
の
寄
進
も
多
く

あ
り
ま
し
た
。古
来
川
尻
の
地
は
景

観
が
よ
く
文
人
墨
客
の
尋
来
も
度
々

あ
り
、神
宝
・
古
記
録
等
の
文
物
も
多

数
収
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、昭
和

六
年
の
秋
田
市
大
火
災
で
烏
有
に
帰

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。総
社
神
社
は
、

秋
田
藩
内
で
も
重
要
な
社
と
し
て
扱

わ
れ
、明
治
維
新
後
に
は
県
社
に
列

格
さ
れ
る
な
ど
、境
内
は
香
雲
の
霞

む
森
樹
に
囲
ま
れ
て
、今
尚
人
々
の

崇
敬
が
篤
い
神
社
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

睦
　
月 

（
一
月
）

　

元　

旦　

歳
旦
祭

　

成
人
の
日　

ど
ん
と
祭

如
　
月 

（
二
月
）

　

一　

日
～
厄
年
祓
い
・
年
祝
い

　

三　

日　

節
分
祭

卯
　
月 

（
四
月
）

　

二
十
九
日　

県
特
攻
隊
慰
霊
祭

皐
　
月 

（
五
月
）

　

十
八
日　

春
季
例
祭
宵
宮
祭

　

十
九
日　

春
季
例
祭
当
日
祭

水
無
月 

（
六
月
）

　

第
三
日
曜　

川
尻
鹿
島
祭

　

三
十
日　

水
無
月
大
祓
式

長
　
月 

（
九
月
）

　

十
五
夜　

観
月
祭

神
無
月 

（
十
月
）

　

十
八
日　

秋
季
例
祭
宵
宮
祭

　

十
九
日　

秋
季
例
祭
当
日
祭

霜
　
月 

（
十
一
月
）

　

十
五
日　

七
五
三
祝
福
祭

師
　
走 

（
十
二
月
）

　

大
晦
日　

師
走
大
祓
式

　
年
中
祭
礼
と
行
事

幕末から伝わる由緒文書

神
社
の
歴
史
と
由
緒
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④
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①
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②
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④
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③
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⑤
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町
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屋
朝
日
町
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屋
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町
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屋
松
美
ガ
丘

　
　
　東
町

新
屋
天
秤
野

川
尻
若
葉
町

川
尻
御
休
町

川
尻
大
川
町

川
尻
み
よ
し
町
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尻
新
川
町

川
尻
上
野
町

川
尻
総
社
町

川
元
松
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町

川
元
む
つ
み
町

山
王
⑤

川
元
山
下
町川

元
開
和
町

旭
南
③

川
元
小
川
町

茨
島
①

保
戸
野
八
丁

市
立
体
育
館

少
年
鑑
別
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県
立
体
育
館

野
球
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陸
上
競
技
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田
市
役
所

秋
田
県
庁

秋
田
地
方
合
同
庁
舎

秋
田
中
央
郵
便
局

秋
田
大
学
教
育
学
部

附
属
養
護
学
校

保
戸
野
小

秋
田
大
付
中
・
小

聖
園
学
園

警
察
署

県
立
図
書
館

秋
田
南
税
務
署

仲
通
小

聖
霊
女
子
短
大
高
中

旭
南
小

楢
山
小

羽
後
牛
島

羽越本線

秋
田
卸
セ
ン
タ
ー

経
大
附
属
幼
稚
園

秋
田
大
橋

職
業
安
定
所

秋
田
刑
務
所

秋
田
市
水
道
局

川
尻
小

総社神社総社神社

秋
田
地
方
総
合
庁
舎

県
警
本
部

旭
北
小

山
王
中

県
立
図
書
館

大
川
反

大
川
反

川
尻
町

川
尻
町

市
立
病
院

市
立
病
院

金
属
工
業
団
地

金
属
工
業
団
地

総社神社氏子区域図

　大正15年、旧南秋田郡川尻村は秋田市に編入となり川尻町となりました。当時の人口は約三千人、
戸数553戸でした。戦後昭和三十年代から四十年代にかけ、国の高度経済成長と共に川尻町は、土地
区画整理事業により、県庁・市役所をはじめ国家施設が建設され、田畑は住宅や商工業地に激変しま
した。神社境内は昔の面影を今に伝え川尻、山王、川口、旭南、楢山南部の総氏神として現在も氏子地
域他多くの人々から篤く崇敬されています。



創刊号　(4)香　　　雲平成26年10月19日

一
月

元　

旦　

歳
旦
祭

十
三
日　
（
成
人
の
日
）ど
ん
と
祭

　
　
　
　

敬
神
婦
人
会
餅
作
り
奉
仕

十
九
日　

月つ
き
な
み
さ
い

次
祭

二
十
日　

ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋
田

　
　
　
　

必
勝
祈
願
祭

　
　
　
　

大
寒
禊　

秋
田
県
神
道
青

　
　
　
　

年
協
議
会

二
十
五
日　

青
年
会
新
年
会

二
月

二　

日　

節
分
祭
豆
ま
き
神
事

十
一
日　

建
国
記
念
の
日
奉
祝

　
　
　
　

秋
田
県
大
会

十
九
日　

月
次
祭

三
月

十
九
日　

月
次
祭

二
十
三
日　

佐
藤
一
氏（
青
年
会
長
）

　
　
　
　

叙
勲
祝
賀
会

四
月

五　

日　

境
内
清
掃　

打
合
せ
会

十　

日　

崇
敬
会
理
事
会

十
二
日　

第
一
回
境
内
清
掃

十
九
日　

月
次
祭
・
崇
敬
会
総
会

二
十
六
日　

青
年
会
総
会

二
十
九
日　

秋
田
県
出
身
特
攻
隊

　
　
　
　

慰
霊
祭

　
　
　
　

記
念
講
演

　
　
　
　

総
社
神
社
宮
司
講
演

五
月

三　

日　

第
二
回
境
内
清
掃

十
四
日　

敬
神
婦
人
会
清
掃
奉
仕

　
　
　
　

同
総
会

十
七
日　

例
祭
準
備
作
業

十
八
日　

春
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

春
季
例
祭
当
日
祭

二
十
日　

片
付
け
作
業

六
月

一　

日　

秋
田
県
鳶
土
木
連
合
会

　
　
　
　

安
全
祈
願
祭（
纏ま
と
い
ふ振
り
・
梯は
し

　
　
　
　

子ご

の乗
り
奉
納
）

五　

日　

川
尻
小
学
校
ふ
る
さ
と
学

　
　
　
　

習（
雅
楽
演
奏
）

七　

日　

第
三
回
境
内
清
掃

十
五
日　

鹿
島
祭
り（
西
表
町
・
毘
沙

　
　
　
　

門
町
・
肝
煎
町
）

十
九
日　

月
次
祭

二
十
一
日　

青
年
会
例
会

二
十
三
日　

東
京　

小
野
照
﨑
神
社

　
　
　
　

小
野
貴
嗣
宮
司
正
式
参
拝

二
十
七
日　

秋
田
県
神
社
庁
中
央
支
部

　
　
　
　

総
代
会
参
拝
旅
行

二
十
八
日　

刑
務
所
安
全
祈
願
祭

　
　
　
　
（
秋
田
刑
務
所
）

三
十
日　

夏
越
の
大
祓
式

七
月

一　

日　

川
尻
内
堰
組
合
虫む
し
ま
つ
り
こ
う

祭
講　

　
　
　
　

蝗
む
し
よ
け
ま
つ
り

除
祭

五　

日　

第
四
回
境
内
清
掃

　
　
　
　

氏
子
青
年
会
東
北
大
会

　
　
　
　
（
山
形
県
寒
河
江
市
）

七　

日　

赤
レ
ン
ガ
郷
土
館
七
夕
祭

　
　
　
　

雅
楽
演
奏
、神
楽
奉
奏

十
二
日　

氏
子
青
年
会
交
流
会

　
　
　
　
（
三
皇
熊
野
神
社
宵
宮
祭
）

十
九
日　

月
次
祭

二
十
四
日　

秋
田
県
敬
神
婦
人
連
合
会

　
　
　
　

総
会
参
加

二
十
六
日　

青
年
会
例
会

八
月

二　

日　

第
五
回
境
内
清
掃

十
七
日　

川
尻
の
夏
祭
り（
境
内
）

二
十
九
日　

秋
田
県
神
社
庁

　
　
　
　

中
央
支
部
総
代
会
総
会

九
月

六　

日　

第
六
回
境
内
清
掃

八　

日　

十
五
夜「
観
月
祭
と
邦
楽
の

　
　
　
　

夕
べ
」琵
琶
、尺
八
、能
楽
、

　
　
　
　

雅
楽
演
奏

十
九
日　

月
次
祭

二
十
日　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秋
田

　
　
　
　

第
31
団
総
会

二
十
七
日　

青
年
会
例
会

十
月

十
八
日　

秋
季
例
祭
宵
宮
祭

十
九
日　

秋
季
例
祭
当
日
祭

十
一
月

十
五
日　

七
五
三
参
り

下　

旬　

干
支
大
絵
馬
揮
毫

十
二
月

第
一
日
曜　

干
支
大
絵
馬
奉
納
式

下　

旬　

煤
払
い

十
九
日　

月
次
祭

　
　
　
　

神
社
大
忘
年
会

二
十
八
日　

餅
つ
き
行
事

　
　
　
　

同
青
年
会
・
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　

奉
仕

大
晦
日　

師
走
大
祓
式

今
年
の
祭
礼
行
事
暦

平
成
二
十
六
年
元
日
～
九
月

十
月
以
降
の
祭
礼
行
事
予
定
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写
真
で
見
る年

中
祭
礼
行
事
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◉
氏
神
さ
ま
と
は

　
ど
ん
な
神
様
？

　

氏
神
さ
ま
は
、住

民
・
地
域
を
お
守
り

く
だ
さ
る
神
さ
ま

（
神
社
）で
す
。本
来
は
同
じ
一
族
＝
氏
族

が
お
ま
つ
り
し
て
い
た
神
さ
ま
を
氏
神

と
い
い
ま
し
た
が
、後
に
主
と
し
て
地
域

の
守
り
神
＝
鎮
守
さ
ま
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

氏
神
さ
ま
に
守
護
さ
れ
る
地
域
の

人
々
を
全
て
氏
子
と
い
い
、住
所
に
よ
っ

て
氏
神
・
氏
子
の
関
係
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

◉
氏
神
さ
ま
と
地
域
の
関
係
は
？

　

春
秋
の
お
祭
り
は
、元
々
お
米
や
五
穀

の
豊
穣
や
大
漁
な
ど
を
祈
り
、ま
た
感
謝

す
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
祖
先
は
、氏
神
さ
ま
へ
の
感

謝
と
祈
り
の
生
活
を
中
心
に
、役
割
を
分

担
し
な
が
ら
お
祭
り
を
行
う
こ
と
で
、村

＝
地
域
共
同
体
の
和
を
保
ち
、地
域
発
展

の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
の
で
す
。

◉
氏
神
さ
ま
と
私
た
ち
の
関
わ
り
は
？

　

私
た
ち
の
一
生
は
、生
ま
れ
て
か
ら
死

ぬ
ま
で
、生
活
の
節
々
で
感
謝
と
祈
り
を

神
さ
ま
に
捧
げ
、そ
の
関
係
は
多
種
多
様

で
す
。

　

先
ず
関
わ
り
の
深
い
人
生
儀
礼
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

安
産
祈
願
・
初
宮
参
り
・
七
五
三
参
り
・

成
人
式
・
神
前
結
婚
式
・
厄
祓
い
・
年
祝

い
・
自
動
車
の
清
祓
・
葬
儀
な
ど
。

　

次
に
建
築
儀
礼
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

住
居
で
あ
る
家
の
建
築
に
際
し
行
う

儀
礼
は
主
に
、地
鎮
祭
・
上
棟
祭
・
竣
工
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
行
わ
れ
る
儀

礼
や
ま
つ
り
事
が
身
近
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
で
し
ょ
う
。

◉
氏
神
さ
ま
以
外
の
神
さ
ま（
神
社
）

　
に
は
お
参
り
し
な
く
て
も
い
い
の
？

　

全
国
に
は
八や
お
よ
ろ
ず
の
か
み

百
万
神
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
た
く
さ
ん
の
神
さ
ま
が
神
社
に
お
祭

り
さ
れ
て
い
ま
す
。神
さ
ま
の
は
た
ら

き
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
事
か
ら
、氏
神
さ
ま

以
外
の
神
さ
ま
を
崇
敬
参
拝
す
る
こ
と

は
よ
く
あ
り
ま
す
。但
し
、氏
神
さ
ま
へ

の
お
参
り
は
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◉
お
神ふ

だ札
は
ど
の
よ
う
に
受
け
る
の
？

　

氏
神
さ
ま
か
ら
、伊
勢
の
神
宮
の
お
神

札
と
氏
神
さ
ま
の
お
神
札
を
受
け
ま
す
。

年
末
に
は
、新
し
い
お
神
札
を
受
け
て
、

清
々
し
い
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

　

神じ
ん
ぐ
う
た
い
ま

宮
大
麻
は「
神
明
さ
ま
」と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

お
守
り
は
、神
さ
ま
の
ご
加
護
を
い
た

だ
く
た
め
に
身
に
付
け
る
も
の
で
す
。

　

お
神
札
の
よ
う
に
一
年
ご
と
に
受
け

て
も
よ
い
し
、願
い
が
か
な
う
ま
で
身
に

付
け
て
い
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、引
っ
越
し
た
場
合
は
、新
し
い

地
域
で
氏
神
さ
ま
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

新
し
い
氏
神
さ
ま
か
ら
お
神
札
を
受
け

て
神
棚
に
お
納
め
し
、前
の
氏
神
さ
ま
の

お
神
札
も
そ
の
年
が
終
わ
る
ま
で
一
緒

に
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
、親
子

関
係
で
最
長
五
十
日（
忌
中
）は
、神
棚
に

白
紙
を
貼
り
閉
じ
て
お
き
、忌
明
け
に

な
っ
た
ら
普
段
通
り
神
棚
に
供
物
を
捧

げ
て
お
ま
つ
り
し
ま
し
ょ
う
。そ
の
他
疑

問
が
あ
り
ま
し
た
ら
神
社
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

★
神
社
で
は
、人
生
儀
礼
・
建
築
儀
礼

の
神
事
を
随
時
ご
奉
仕
し
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
神
社
で
は
、社
務
所
和
室
を
改
修

し
地
域
の
集
会
は
じ
め
、生
け
花

の
会
、尺
八
の
稽
古
な
ど
習
い
事

に
開
放
し
て
い
ま
す
。是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

★
紙
面
の
関
係
で
掲
載
で
き
な
か
っ

た
記
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
今
後
の
紙
面
充
実
の
た
め

に
、皆
様
か
ら
の
投
稿（
随
想
・
俳

句
・
和
歌
・
絵
画
・
イ
ラ
ス
ト
な

ど
）を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
毎
月
十
九
日
午
後
五
時
三
十
分
よ

り
神
前
で
月
次
祭
を
斎
行
し
て

い
ま
す
。月
に
一
度
は
氏
神
さ
ま

へ
お
参
り
し
ま
し
ょ
う
。

★
神
社
の
活
動
組
織
、氏
子
崇
敬
会
・

青
年
会
・
敬
神
婦
人
会
へ
是
非
ご

加
入
く
だ
さ
い
。崇
敬
者
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
随
時
入
会
参
加

で
き
ま
す
。

★
五
月
～
十
一
月
の
第
一
土
曜
日
は

午
前
六
時
～
一
時
間
ほ
ど
早
朝

清
掃
奉
仕
を
行
っ
て
い
ま
す
。一

般
住
民
も
是
非
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

神道の知識
いろいろ
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私
た
ち
の
鎮
守
の
杜
、総
社
神
社
は
神

亀
元
年（
七
二
四
）の
創
建
と
さ
れ
今
年

で
一
二
九
○
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
地
に
遷
座
し
て
か
ら
は
三
○
七

年
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
総
社
神
社
を
支
え
て
い
る
組
織

と
活
動
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

総
社
神
社
に
は
総
代
会
を
は
じ
め
、氏

子
崇
敬
会
、氏
子
青
年
会
、敬
神
婦
人
会

の
四
つ
の
組
織
が
あ
り
、祭
礼
や
諸
行
事

を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
え
、活
動
し
て

い
ま
す
。

一
、総
代
会（
会
員
　
一
三
名
）

責
任
役
員　

上
村　

敦　
　

廣
嶋
禮
治

総
　
　
代　

佐
々
木
悟　
　

瀬
下
和
夫

　
　
　
　
　

黒
澤　

紘　
　

渡
部
治
美

　
　
　
　
　

佐
藤
三
郎　
　

佐
々
木
錬
治

　
　
　
　
　

近
江
友
春　
　

芳
賀
龍
平

　
　
　
　
　

野
田
安
雄　
　

佐
藤
昭
弘

　
　
　
　
　

安
藤　

進

　

総
代
会
は
、神
社
の
中
心
的
組
織
で
あ

り
、主
な
活
動
は
、春
季
・
秋
季
例
祭
、月

次
祭
、歳
旦
祭
等
の
祭
礼
行
事
へ
の
参
列

や
支
援
・
奉
賛
活
動
で
す
。

二
、氏
子
崇
敬
会（
会
員
　
五
○
名
）

顧
　
問　

金
田
勝
年　
　

渡
辺
正
宏

　
　
　
　

金
田
龍
子　
　

三
浦
芳
博

　
　
　
　

上
村　

敦

会
　
長　

佐
藤
三
郎

副
会
長　

廣
嶋
禮
治　
　

佐
藤　

一

　
　
　
　

伊
藤
武
子

監
　
事　

渡
部
治
美　
　

野
田
安
雄

事
務
局　

近
江
友
春

　

崇
敬
会
の
主
な
活
動
は
、総
代
会
に
準

じ
た
活
動
で
す
が
祭
礼
行
事
の
推
進
と

崇
敬
者
の
増
大
を
担
っ
て
い
ま
す
。

三
、氏
子
青
年
会（
会
員
　
二
八
名
）

会
　
長　

佐
藤　

一

副
会
長　

渡
部　

顕　
　

相
原　

敬

　
　
　
　

佐
藤
宗
春

監
　
事　

佐
藤
正
臣

会
　
計　

岩
谷
忠
昭

　

氏
子
青
年
会
は
、神
社
す
べ
て
の
祭
礼

行
事
で「
縁
の
下
の
力
持
ち
」を
担
っ
て

い
ま
す
。特
に
春
季
、秋
季
例
祭
に
於
い

て
は
、お
祭
り
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
環

境
づ
く
り
に
努
め
、参
拝
者
や
地
域
の
皆

様
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い
ま
す
。

四
、敬
神
婦
人
会（
会
員
　
五
○
名
）

顧
　
問　

川
尻
孝
紀　
　

金
田
龍
子

会
　
長　

伊
藤
武
子

副
会
長　

上
村
恵
美　
　

細
谷
寿
子

　
　
　
　

楠
見
恭
子

監
　
事　

高
橋
玲
子　
　

佐
藤
陽
子

事
務
局　

加
賀
屋
知
子

　

敬
神
婦
人
会
は
、主
に
祭
礼
行
事
の
奉

仕
活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。特
に
、春
季
・

秋
季
例
祭
と
歳
旦
祭
前
の
清
掃
活
動
や
秋

季
例
祭
時
の
出
店
開
催
に
当
っ
て
は
、周

到
な
計
画
、準
備
の
も
と
に
実
施
さ
れ
、好

評
を
博
し
て
い
ま
す
。年
末
の
餅
つ
き
や

「
ど
ん
と
祭
」の
餅
つ
き
行
事
に
於
い
て
も

大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、神
社
を
支
え
て
い
る
組
織
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
、総
社
神
社
の
み
な
ら
ず
神
域
に

入
る
と
自
然
に
厳
か
な
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。特
に
拝
殿
で
お
祓
い
を
受
け
る
時

の
神
職
の
祝
詞
並
び
に
神
楽
や
雅
楽
を

拝
聴
し
て
い
ま
す
と
、身
も
心
も
洗
わ
れ

る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

総
社
神
社
は
、私
た
ち
の
氏
神
さ
ま

（
地
域
の
守
り
神
）で
す
。地
域
の
皆
様
と

共
に
普
段
か
ら
神
社
を
崇
敬
し
、歴
史
あ

る
往
時
を
偲
び
つ
ゝ
今
後
益
々
隆
盛
・
発

展
す
る
よ
う
願
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

神
社
を
支
え
る
組
織
と
活
動

責
任
役
員
　
上
村
　
敦

そ
の
他
の
活
動
組
織

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
つ
い
て

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
秋
田
第
31
団
は

宮
司
が
育
成
会
長
と
な
り
総
社
神
社

を
母
体
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
幼
稚

園
児
か
ら
成
人
ま
で
広
く
参
加
し

て
地
域
か
ら
世
界
の
仲
間
と
繋
が
っ

て
い
ま
す
。地
域
の
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
！

　

明
年
夏
は
山
口
県
で
世
界
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
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神
社
職
員
の

紹
介

創
刊
号
題
字

「
　
　
　
　
」の
由
来

　

辞
書
に「
香
雲
」と
は
、桜
の
花
な

ど
が
一
面
に
咲
い
て
い
る
様
子
を
雲

に
見
立
て
て
言
う
語
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

総
社
神
社
の
境
内
も
明
治
時
代
に

は
、桜
の
木
が
百
樹
鬱
そ
う
と
し
て

咲
き
誇
り
、朝
霞
に
浮
か
ぶ
桜
花
が

雲
匂
う
が
如
き
様
相
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

か
つ
て
、境
内
に
は「
香
雲
亭
」と

い
う
斎
館
が
あ
り
、県
内
外
か
ら
有

名
な
文
人
墨
客
が
出
入
り
し
て
文
化

交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。境
内
に
安
藤
和
風
父
子
の
句

碑
が
あ
る
の
も
そ
の
伝
統
を
継
承
し

て
き
た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
総
社
の
森
か
ら
す
ば

ら
し
い
詩
歌
や
文
芸
が
生
ま
れ
る
事

を
願
い
、伝
統
文
化
発
信
の
森
と
し

て
永
遠
に
栄
え
ま
す
よ
う
祈
念
す
る

次
第
で
す
。

（
題
字　

宮
司
揮
毫
）

　

総
社
神
社
で
は
、宮
司
の
ほ
か
、三

人
の
神
職（
神
主
）と
事
務
職
員
が
一

人
、計
五
人
で
社
務
を
運
営
し
て
い

ま
す
。以
下
、紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

宮
司（
代
表
役
員
）

川
尻
　
孝た
か
き紀

　

第
五
十
六
代
宮
司

　

昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
十
九
日
生

　

出
身
地　

秋
田
市

禰
　
宜

川
尻
　
国く
に
ひ
ろ広

　

昭
和
六
十
三
年
八
月
十
三
日
生

　

出
身
地　

秋
田
市

権
禰
宜

井
関
　
任
あ
つ
し

　

昭
和
五
十
二
年
三
月
七
日
生

　

出
身
地　

湯
沢
市

権
禰
宜

石
川
　
ま
り

　

昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
生

　

出
身
地　

長
野
県

事
務
職

川
尻
　
普ゆ
き
こ子

　

昭
和
三
十
二
年
五
月
十
日
生

　

出
身
地　

山
口
県

　

宮
司
以
下
、職
員
一
同
、神
さ
ま
と

地
域
を
結
ぶ
仲
立
ち
と
し
て
、神
明

奉
仕
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。今
後
共

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
和
や
か
な

　
　
　
総
社
の
森
の

　
　
　
　
　
　
夕
涼
み

詠
人　

新
生
町　

菅
原
孤
秋

（
本
名　

菅
原
金
治
）

　
「
総
社
の
森
に
風
か
お
る
」川
尻
小

学
校
校
歌
の
出
だ
し
の
一
節
で
す
。

　

ま
た
、神
社
の
鳥
居
近
く
で
生
ま

れ
育
っ
た
歌
手
建
石
寥
子
さ
ん（
本

名
庄
内
和
子
）の
歌「
総
社
の
森
よ
い

つ
ま
で
も
」に
も「
風
と
遊
ん
だ
総
社

の
森
が
…
」と
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
社
の
森
の
風
は
、他
の
風
と
は

違
う
の
だ
ろ
う
か
？

　

確
か
に
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
総
社

に
は
神
域
の
匂
い
が
漂
っ
て
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。暑
い
夏
で
も
総
社

の
風
は
さ
わ
や
か
に
私
た
ち
を
や
さ

し
く
包
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

　

念
願
の
社
報「
香
雲
」創
刊
号
が
で

き
ま
し
た
。年
に
一
回
の
発
行
に
な

り
ま
す
が
、神
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

を
は
じ
め
、地
域
の
皆
様
や
神
社
関

係
者
か
ら
も
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、交

流
の
場
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

編
集
に
関
わ
る
こ
と
で
、ご
意
見

が
あ
り
ま
し
た
ら
編
集
委
員
会
に
お

寄
せ
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
長　

上
村　

敦
記
）

あ
と
が
き


